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　カルマン渦を知っていますか？　流体力学を学んだ人にはおなじみのもので、
整流流体中に置かれた障害物の下流に規則的に形成される渦列のことですが、こ
の渦は「何で」できているでしょうか？　もちろん、流路を流れる流体が水ならば、
水の渦であるのは間違いないのですが、渦は流れの中の存在であり、渦を作って
いる水分子は常に交代しています。まさに方丈記冒頭の、ゆく河の流れは絶えず
して、しかももとの水にあらず、という様の通りで、カルマン渦を「作る物質」
はありません。渦は、物質的構造ではなく、時間経過の中で一時的に現れる「現
象」なのです。
　生物を理解するために、20世紀の生命科学はデカルト以来の還元論的な方法論
を取ってきました。デカルトの哲学は、本来、人間は心によって動物とは違う存
在であるとし、心の実在を前提とした物心二元論でした。その上で、人間の心以
外の、物としての身体の生命現象は、物理的、機械論的に説明できるとしました。
物心二元論は否定されましたが、物質として生命現象を捉える考え方は主流とな
り、脳の働きが脳内物質の相互作用に還元して理解されるようになるにつれ、生
命は分子機械であるという唯物論的傾向を色濃く持つようになっていきました。
現在の生命科学はこの延長上にあります。
　感染症の病原体の発見、ワクチンの開発や抗生物質の発見によって、多くの病
気が克服されました。感染症以外の病気でも、ビタミンBの発見による脚気の克服
など、原因物質の追求という還元論的生命科学は大きな成果を上げてきました。
現在もなお、DNAやタンパク質といった個々の生体物質の働き、機能を追求する
方向へ進められています。
　しかし、そうした個々の分子、「部品」を寄せ集めても生命は宿らない。生物が
そこにいてずっと生きている様に見えても、内部の分子は合成、分解を繰り返し
ており、常に入れ替わり続けていて、生命を形作る特定の物質はないことが分か
ります。ちょうど、カルマン渦が次々に流れていく水分子の動きによって、そこ
にあることが認識されるのと同じです。生命は、部品を寄せ集めて作られる「も
の」ではなく、時の流れの中で外部との絶え間ない物質・エネルギー・情報の交
換を行い続ける「現象」であるというのが、福岡博士の主張です。この生命のあ

『動的平衡　生命はなぜそこに宿るのか』
福岡伸一著／木楽舎

生物は分子機械なのか？髙原 美規



2

り方を、「動的平衡」と呼んでいます。
　本書は、生命を「もの」ではなく、外部と繋がった動的な「こと」として捉え
ることで、生命科学の作法を変えようという分子生物学者からの提案であり、機
械論的生命論へのアンチテーゼなのです。
　ただ、一般向けでそれほど厳密なことは書きづらいのはわかりますが、ヒョウ
とライオンの間に子供ができるから、種は違わず亜種レベルであるというのは誤
りです。動物学では一代雑種ができるところまでが、科の範囲であるというのが
標準で、雑種ができるのは同じネコ科であることを示すだけで、別種とすること
には問題はなく、亜種であるという必要はありません。また、果実の軟化を押さ
える遺伝子組換えをしたトマトが、味と香りが落ちるというのも、明確な事実誤
認です。一遺伝子一酵素、一酵素一機能なので、細胞壁の分解を行う酵素は、味
や香り物質の代謝には全く無関係です。著者の福岡博士は、還元論的な生命観、
生物機械論から来る生命科学の特許化、産業化に疑問を持っており、遺伝子組換
え作物にも、批判的な立場を取っておられるのは分かりますが、事実として間違っ
たことが書かれているのは、少し残念です。
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